
　令和5年2月6日に、日生、伊里、邑久、牛窓、寄島、笠岡のサンプルを検鏡した結果、
麻痺性貝毒原因プランクトン（Alexandrium属）及び下痢性貝毒原因プランクトン
（Dinophysis属）は確認されませんでした。

麻痺性 下痢性

　令和5年2月6日に水産研究所で貝毒プランクトン調査を実施しましたので、その結果をお知らせします。
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貝毒プランクトン調査結果について
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